
























































































































いう 2 つの情報機関があるのですけれども，MI5 という国内で防諜を担当
する機関が作った共産主義者あるいは共産主義に同調者というファイルの中
に，ノーマンのファイルがありました。資料をお回ししますので，ご覧いた
だければと思います。1933 年から 35 年にケンブリッジに在籍した，その 33
年の段階で，モスクワのコミンテルンの本部から指令を受けている無線を傍
受したという報告書です。「マスクマテリアル」と呼んでいるのですけども，
















































































































































































































































月前の 1957 年 3 月に上院司法委員会での証言録です。エマーソンが 1944 年













































































































































































































　先ほどの話を，『歴史通』の 2015 年 7 月号に書きました。冀朝鼎のこと
も，ちょっと書いています。ここに詳しく書いていますので，もしよろしけ
れば，これをご覧ください。
　「ノーマンが日本の歴史や制度に深い関心があるならば，日本の武士道精
神などは，どのように見ていたのでしょうか？」。について，ノーマンは農
業を中心とした無階級社会を理想とした思想家の安藤昌益の研究家として知
られていて，農民から見た日本の歴史とか日本の文化とかということは研究
されていたようですけれども，武士道については，多分，ほとんど理解して
いなかったのではないでしょうか。軽井沢に生まれましたけれども，外国人
のコミュニティで育ち，神戸のカナディアンスクールなどに行っていますか
ら，はたしてどこまで本当の日本文化の神髄を理解したのかという気がしま
す。
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　「中国との歴史戦は，このあと日本国民としてどのように扱っていけばい
いのか？」について，報道の現場で今活動しているのですが，彼らのプロパ
ガンダというのは，すさまじいものがあります。今度，日本が「ジャパン・
ハウス」というものをロンドンに作って，次はロスに，サンパウロに作っ
て，ソフトパワーでなんとか対抗していこうとしていますが，百倍から千倍
ぐらいのお金をかけています。ソフトパワーですら，それぐらいの違いがあ
るのです。ですから，今回のユネスコ記憶遺産登録された南京大虐殺の問題
にしても，声を挙げて反論しなければ，それが真実になってしまう。どんど
ん日本人として主張を発信して，反論をする事を，外務省に日本国政府とし
て，ぜひ，やってほしいと思っています。私はメディアの立場でやっていま
すし，これからもやろうと思っています。彼らに負けないように，彼らが千
倍で来るなら，私たちも気持ちだけは千倍で立ち向かっていかなければいけ
ないのではないかと思います。
　それからロンドンのアーカイブなどを見ても，中国人の若い研究者が
年々，増えているのです。歴史戦については根こそぎ，その資料を取って
いってやろうというか，原資料を取って，日本よりも早く発表して自分のも
のにしようという，そういう意気込みが感じられるのです。行くたびに感じ
ます。遅くまで残って調べているのは，中国人ばかりです。それを見ると，
本当に背筋が寒くなります。だから本当に，日本の中で争っている場合では
ないです。国内で，メディアの中で争っている時代では，もうないのです。
少なくとも一致団結して立ち向かわないと歴史戦に勝ち目はありません。
　「ノーマンが天皇，マッカーサー会談の通訳をしたのは，その時点で GHQ
内部に共産主義者のスパイがいたことを示しているのでしょうか？」につい
て，ノーマンが本当にソ連のスパイであったならば，そういうことも言える
かと思いますけれども，私自身，どこまでソ連のためにノーマンが働いてい
たかということが，よく分かりません。資料で見る限り，ケンブリッジ・
ファイブの連中と同じような土俵で同じような考えでやっていたということ
は言えると思います。しかし，ケンブリッジ・ファイブのキム・フィルビー
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のように，情報をソ連に筒抜けで渡したかということは，私が持っている資
料の中では言えません。ただ，大ざっぱに言えば，ソ連のような国にしたい
と思っていたのではないかという感じは受け取っています。
　
篠原：これを持ちまして，第 2 回の東京裁判研究会を終了とさせていただき
ます。本当に今日は講師の岡部様，どうもありがとうございました。
